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Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
（
本
社
・
静
岡

市
、
福
田
安
広
社
長
）
と
、

東
京
建
物
（
本
社
・
東
京
、

野
村
均
社
長
執
行
役
員
）
、

内
田
洋
行
（
本
社
・
同
、
大

久
保
昇
社
長
）
の
３
社
は
１

月
19
日
、
東
京
・
中
央
区
の

東
京
建
物
八
重
洲
ビ
ル
７
階

の
東
京
建
物
ビ
ル
事
業
本
部

オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
で
行
っ
た

Ａ
Ｉ
に
よ
る
空
調
制
御
の
実

証
試
験
結
果
を
公
表
、
温
度

ム
ラ
の
解
消
と
約
５
割
の
消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
を
達
成
し

た
。

　
在
宅
勤
務
や

テ
レ
ワ
ー
ク
進

展
、
フ
リ
ー
ア

ド
レ
ス
導
入
な

ど
オ
フ
ィ
ス
ワ

ー
カ
ー
の
働
き

方
の
多
様
性
が

広
が
り
、
ゾ
ー

ン
ご
と
の
滞
在

人
数
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
稼

働
熱
量
が
日
々
異
な
る
な

ど
、
個
人
に
よ
る
空
調
温
度

設
定
で
は
刻
々
変
化
す
る
多

様
な
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
ニ

ー
ズ
へ
の
即
応
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
隣
接
す
る

空
調
機
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

設
定
温
度
を
維
持
し
よ
う
と

干
渉
し
合
う
と
不
要
な
負
荷

が
発
生
し
、
空
調
コ
ス
ト
増

大
に
つ
な
が
る
課
題
を
背
景

に
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

  

実
証
実
験
は
、
今
回
を
第

１
段
階
に
位
置
付
け
、
夏
と

秋
の
空
調
を
対
象
に
、
実
証

フ
ロ
ア
に
65
個
の
無
線
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
、
そ
こ
で
得

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
Ａ
Ｉ
が

フ
ロ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
39
台

の
空
調
機
の
制
御
を
行
っ

た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
室
内
に

設
置
し
た
多
数
の
無
線
セ
ン

サ
ー
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

多
数
の
空
調
機
を
Ａ
Ｉ
で
制

御
す
る
空
調
機
の
群
管
理
②

無
線
セ
ン
サ
ー
か
ら
デ
ー
タ

を
収
集
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
ク
ラ
ウ
ド
上
の
Ａ
Ｉ

が
空
調
機
へ
の
操
作
指
令
を

送
信
す
る
こ
と
で
「
空
調
操

作
の
自
動
化
」
を
実
現
③
大

量
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
統
合

的
に
空
調
機
の
群
管
理
を
行

う
こ
と
で
、
個
人
の
感
じ
方

の
差
に
影
響
を
受
け
ず
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
制
御
④
強
化

学
習
モ
デ
ル
の
Ａ
Ｉ
を
利
用

し
、
運
用
を
続
け
る
こ
と
で

空
調
制
御
の
精
度
向
上

―
を
実
現
で
き
る
Ａ
Ｉ
技
術
を

駆
使
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
の
事
前
学
習
を
経

て
、
20
年
７
月
27
日
～
11
月

27
日
の
期
間
に
、
フ
ロ
ア
全

体
が
26
度
Ｃ
を
中
心
に
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
２
度
Ｃ
の
範
囲

を
維
持
す
る
よ
う
に
シ
ス
テ

ム
を
設
計
・
運
用
し
た
。
無

線
セ
ン
サ
ー
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス

通
信
技
術
を
用
い
、
立
ち
仕

事
・
座
る
場
所
な
ど
の
位
置

に
合
わ
せ
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
が
温
度
を
体
感
で
き
る

位
置
に
設
置
し
た
。

　
実
験
で
は
、「
夏
季
の
温

度
ム
ラ
解
消
」
と
「
秋
季
の

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
」
で

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
達
成
す
る

成
果
を
挙
げ
た
。

　
夏
季
温
度
ム
ラ
に
つ
い
て

は
、
26
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
２

度
Ｃ
に
復
帰
し
な
か
っ
た
回

数
と
復
帰
ま
で
に
要
し
た
時

間
（
平
均
値
）
を
比
較
、
Ａ

Ｉ
空
調
制
御
は
復
帰
し
な
か

っ
た
回
数
が
０
回
で
平
均
６

・
４
分
に
対
し
、
人
的
操
作

に
よ
る
空
調
は
９
回
・
36
・

３
分
と
明
確
な
差
が
出
る
な

ど
、
Ａ
Ｉ
制
御
が
従
来
の
手

動
空
調
制
御
で
は
対
応
し
き

れ
な
か
っ
た
環
境
変
化
に
追

従
で
き
た
と
判
断
し
て
い

る
。

　
秋
季
の
消
費
電
力
削
減
に

つ
い
て
も
、
10
月
と
11
月

で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
空
調
制
御

を
行
っ
た
７
階
の
消
費
電
力

は
、
東
京
建
物
が
同
規
模
の

面
積
を
利
用
す
る
８
～
10
階

の
平
均
と
比
べ
、
消
費
電
力

を
50
％
程
度
に
抑
制
し
、
早

朝
以
外
は
暖
房
を
使
わ
ず
に

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
冷
房
モ

ー
ド
の
み
で
26
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
２
度
Ｃ
の
目
標
温
度
帯

維
持
の
成
果
を
達
成
し
た
。

　
今
後
は
、
四
季
を
通
し
て

Ａ
Ｉ
に
よ
る
空
調
制
御
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
冬
期
か
ら

春
季
に
至
る
実
証
実
験
、
オ

フ
ィ
ス
人
口
密
度
な
ど
の
要

素
が
変
わ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ

る
か
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
東
京
建
物
八
重
洲
ビ
ル

内
で
実
証
対
象
フ
ロ
ア
の
拡

大
も
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
実
証
実
験
の
検
証

結
果
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｉ
に
よ

る
空
調
制
御
に
用
い
る
パ
ラ

メ
ー
タ
の
調
整
を
行
い
、
さ

ら
に
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
空
間

の
提
供
と
省
エ
ネ
達
成
の
実

現
を
目
指
す
。

ス
、
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
４
社
協
業
で
行
っ
た

「
鳥
取
市
電
力
地
産
地
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
産
業
用

部
門
特
別
賞
を

受
賞
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
鳥
取
市

の
秋
里
下
水
終

末
処
理
場
に
お

け
る
、
下
水
処

理
の
過
程
で
発

生
す
る
消
化
ガ

ス
を
利
用
し
た

発
電
事
業
。
鳥

取
市
が
２
０
１

５

年

４

月

に

「
地
方
創
生
実

現
プ
ラ
ン
」
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル 

実
現
へ
情
報
共
有

ゼ
ロ
エ
ミ
国
家
に
挑
戦

コージェネ
シンポ2021

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
の
表
彰
式
と

優
秀
事
例
発
表
も
行
わ
れ
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ

大
　
　
　
賞 

鳥
取
ガ
ス
な
ど
４
社
と

エ
ネ
地
産
地
消
で
特
別
賞

ヤンマーエネ
柏
木
理
事
長
（
右
）
か
ら
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
た
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
山
本
哲
也
社
長

ＡＩ空調で温度ムラ解消

東京建物、内田洋行と実証

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

エ
ア
コ
ン
＋
加
湿
を
推
奨

冬
の
換
気
法
を
発
信

ダイキン

ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
０ 

ダ
イ
キ
ン
、
パ
ナ
出
資

国
際
基
準
で
高
評
価

シ ェ ア
オフィス

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
（
本
社
・

大
阪
市
、
十
河
政
則
社
長
）

は
、
冬
季
の
家
庭
で
の
上
手

モ
デ
ル
地
域
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
同
年
８
月
に

「
鳥
取
市
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ヤ
ン

マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

待
感
を
示
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
東
京

大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
有

馬
純
教
授
が
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け
た
内
外
の
課

題
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
で
理

事
長
賞
に
選
ば
れ
た
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
事
例
な
ど
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
核
に
環
境
性
と
防

災
性
を
両
立
し
た
先
進
事
例

の
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
川
崎
重
工
業
の
金
花
芳

則
会
長
、
東
京
ガ
ス
社
外
取

締
役
な
ど
を
務
め
る
引
頭
麻

実
氏
、
柏
木
理
事
長
に
よ
る

鼎
談
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
望
」
も
行

わ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
民
生
・
産
業
用

の
優
秀
事
例
を
表
彰
す
る

「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
２
０
２

０
」
の
表
彰
式
も
あ
り
、
業

界
関
係
で
は
産
業
用
部
門
の

特
別
賞
を
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
参
画

し
た
発
電
事
業
、
技
術
開
発

な
窓
開
け
換
気
の
方
法
を
調

査
し
た
。
換
気
時
の
エ
ア
コ

ン
停
止
が
消
費
電
力
や
室
温

に
与
え
る
影
響
や
、
加
湿
の

有
無
が
室
内
の
湿
度
に
与
え

る
影
響
を
調
べ
た
。
そ
の
結

果
、
換
気
時
に
エ
ア
コ
ン
を

運
転
し
た
ま
ま
に
す
る
と
暖

か
さ
を
保
っ
た
ま
ま
消
費
電

力
が
抑
え
ら
れ
、
加
湿
す
る

と
一
定
の
湿
度
が
保
て
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
約
20
畳
の
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ

ニ
ン
グ
で
、
換
気
は
７
～
23

時
に
か
け
、
30
分
に
１
回
、

５
分
間
の
換
気
を
す
る
実
験

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
窓

開
け
換
気
時
に
運
転
を
継
続

し
た
場
合
、
１
日
の
電
力
消

　
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
（
本
社
・
大
阪
市
、

山
本
哲
也
社
長
）
は
、
と
っ

と
り
市
民
電
力
、
鳥
取
ガ

　
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
０
（
本
社
・

東
京
、
石
原
隆
広
社
長
）
の

運
営
す
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

「
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
　
０
　
ｍ
ａ

ｒ
ｕ
ｎ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
（
ポ
イ

ン
ト
ゼ
ロ
マ
ル
ノ
ウ
チ
）」

が
、
こ
の
ほ
ど
、
国
際
的
な

オ
フ
ィ
ス
空
間
の
評
価
基
準

「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証
」
の
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ン
ク
を
取
得
し
た
。

　
同
社
に
出
資
す
る
ダ
イ
キ

ン
工
業
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ラ

イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

社
、
オ
カ
ム
ラ
の
３
社
の
得

意
分
野
を
生
か
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
て
、
実
現
し

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ

ン
タ
ー
（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財

団
、
柏
木
孝
夫
理
事
長
）
は

５
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
コ
ー
ジ
ェ

ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１

を
開
い
た
。
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
国
家
へ
の
挑
戦
」
を

テ
ー
マ
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向

け
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
情

報
共
有
し
た
。

　
今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
ホ

ー
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
複
合

開
催
と
し
た
。
会
場
へ
の
入

場
者
は
極
少
数
の
関
係
者
に

限
定
。
一
方
、
配
信
映
像
の

視
聴
者
は
全
国
か
ら
１
２
０

０
人
超
を
数
え
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
柏
木
理

事
長
は
、
２
０
５
０
年
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
世
相
を
捉
え
て
「
早
期

の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成

に
は
電
化
が
重
要
だ
と
の
世

界
的
潮
流
も
あ
る
。
し
か

し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は

イ
ン
フ
ラ
を
伴
っ
て
い
る
』

と
い
う
こ
と
。
社
会
が
電
化

に
移
行
し
て
い
く
と
し
て

も
、
イ
ン
フ
ラ
を
変
え
る
に

は
相
応
の
時
間
を
要
す
る
は

ず
だ
」
と
強
調
。
即
効
性
の

あ
る
省
エ
ネ
、
省
Ｃ
Ｏ

の

実
現
に
は
、
単
純
な
電
化
推

進
で
は
な
く
大
規
模
電
源
と

分
散
型
電
源
が
共
存
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

「
ま
ず
は
分
散
型
が
デ
マ
ン

ド
サ
イ
ド
に
入
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
強
靭
化

が
図
ら
れ
て
い
く
べ
き
。
そ

の
な
か
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
自
体

は
、
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ド
に
お

け
る
極
め
て
重
要
な
熱
電
併

給
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ブ
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
」
と
展
望
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で

茂
木
正
・
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
は

「
政
府
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
大
き
な
転
換
点
と

な
る
。
足
元
で
見
直
し
を
図

っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く

需
要
サ
イ
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
仕
方
が
産
業
構
造
に

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
」
と

説
明
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
活
用
に

つ
い
て
は
「
再
エ
ネ
の
電
力

だ
け
で
安
定
性
を
確
保
す
る

の
は
容
易
で
な
く
、
熱
需

要
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
整

力
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
各
面

で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
へ
の
期
待
は

非
常
に
大
き
い
。
メ
タ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
水
素
へ
の
転
換
が

進
め
ば
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
た
脱
炭
素
が
可
能
に

な
る
」
と
技
術
革
新
へ
の
期

　
今
冬
は
12
月
中
旬
以
降
の
断
続
的

な
寒
波
と
大
雪
に
よ
り
電
力
供
給
が

ひ
っ
迫
し
た
。
１
月
８
日
に
は
西
日

本
を
中
心
に
全
国
７
エ
リ
ア
で
最
大

需
要
が
10
年
に
１
度
程
度
と
想
定
さ

れ
る
規
模
を
上
回
り
、
電

気
事
業
連
合
会
は
10
日
と

12
日
に
節
電
へ
の
協
力
を

求
め
た
。

　
各
電
力
会
社
は
稼
働
し

て
い
な
い
経
年
火
力
発
電
所
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
、
ひ
っ
迫
エ
リ
ア
に
は
電

力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
と
連
携
し

て
電
力
を
融
通
す
る
な
ど
の
対
策
を

打
っ
て
安
定
供
給
に
努
め
た
。

　
以
前
は
夏
期
の
電
力
不
足
が
問
題

に
な
っ
た
が
、
近
年
は
冬
期
の
電
力

供
給
が
厳
し
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
夏
期
の
電
力
供
給
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
機
器
の
省
エ
ネ
化
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
、
家

庭
や
企
業
で
の
節
電
意
識
の
徹
底
で

電
力
不
足
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
減
少

し
た
。
夏
期
の
電
力
消
費
量
が
最
も

多
い
空
調
分
野
で
、
小
電
力
空
調
機

Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
も
大

き
な
要
因
だ
。

　
一
方
、
冬
期
の
電
力
は
太
陽
光
発

電
の
発
電
量
が
減
少
す
る
な
ど
供
給

余
力
へ
の
不
安
が
高
ま
る
の
で
、
冬

期
も
空
調
用
電
力
の
削
減

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
点

で
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
普
及
拡
大

が
求
め
ら
れ
る
。
性
能
面

で
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
暖
房
に
は

エ
ン
ジ
ン
排
熱
を
利
用
す
る
の
で
立

ち
上
が
り
が
早
く
強
力
で
あ
り
、
霜

取
り
運
転
も
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な

い
な
ど
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
優
る
特
性
が
あ

る
の
も
強
み
だ
。

部
門
の
優
秀
賞
を
パ
ー
パ
ス

が
京
セ
ラ
な
ど
と
共
同
開
発

し
た
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
ミ

ニ
」、
同
特
別
賞
を
ア
イ
シ

ン
精
機
が
大
阪
ガ
ス
な
ど
と

共
同
開
発
し
た
「
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
タ
イ
プ
Ｓ
」
の
新
型
機

が
受
賞
し
た
。

た
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証
は
、
米
国

の
公
益
企
業
Ｉ
Ｗ
Ｂ
Ｉ
に
よ

る
建
築
や
街
区
環
境
性
能
の

評
価
シ
ス
テ
ム
で
、
人
の
健

康
や
社
会
へ
の
良
好
な
影
響

な
ど
を
評
価
す
る
。
幅
広
い

国
で
利
用
さ
れ
、
健
康
経
営

や
働
き
方
改
革
を
国
際
的
な

指
標
で
評
価
で
き
る
こ
と
か

ら
、
国
内
で
も
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
ゼ
ロ
マ
ル
ノ
ウ

チ
は
、
国
内
の
シ
ェ
ア
オ
フ

ィ
ス
で
初
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認

証
を
取
得
し
た
。
２
０
１
９

年
７
月
に
開
設
し
、
20
年
３

月
に
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証
の
予
備

認
証
を
取
得
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
現
地
審
査
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
な
ど
も
あ

っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
本
認
証

の
取
得
に
至
っ
た
。

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
、
空
調

換
気
シ
ス
テ
ム
や
空
気
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
、
高
性
能
空
気
フ

ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
提
供
を
担

っ
た
。
良
質
な
空
気
と
空
間

を
維
持
す
る
た
め
、
各
エ
リ

ア
や
個
室
の
換
気
量
が
認
証

基
準
を
満
た
す
よ
う
に
設
計

段
階
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
を
配

置
し
、
高
性
能
空
気
フ
ィ
ル

タ
ー
の
増
設
な
ど
で
空
調
換

気
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
た
。

　
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証
に

は
３
年
に
１
度
更
新
の
審
査

が
あ
る
た
め
、
同
社
社
員
の

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証
資
格
者
が
認

証
基
準
の
維
持
を
促
進
す
る
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
は
、
グ

レ
ア
（
ま
ぶ
し
さ
）
や
視
環

境
、
体
内
時
計
に
配
慮
し
た

照
明
空
間
を
設
計
し
た
。
照

明
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
を
用
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
認
証

の
基
準
を
満
た
す
光
環
境
を

提
供
す
る
。

　
オ
カ
ム
ラ
は
、
人
間
工
学

に
基
づ
く
調
整
機
構
を
備
え

た
オ
フ
ィ
ス
チ
ェ
ア
や
、
電

動
上
下
昇
降
機
構
を
備
え
る

オ
フ
ィ
ス
デ
ス
ク
を
供
給
し

た
。
適
切
な
姿
勢
と
座
り
過

ぎ
を
防
ぎ
、
健
康
と
快
適
性

を
両
立
し
た
執
務
空
間
を
提

供
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡

大
し
、
働
く
場
所
へ
の
意
識

が
変
わ
る
な
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

認
証
は
安
心
し
て
働
け
る
場

所
の
指
標
と
な
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
ゼ
ロ
マ
ル
ノ
ウ

チ
は
東
京
駅
か
ら
３
分
の
立

地
で
、
月
額
会
員
に
な
る
こ

と
で
個
室
が
利
用
で
き
、
自

由
席
を
時
間
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

は
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
遠
隔
監
視
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
担
っ
て
い
る
。

　
▽
と
っ
と
り
市
民
電
力
が

下
水
処
理
場
を
運
営
す
る
鳥

取
市
か
ら
処
理
場
で
発
生
し

た
消
化
ガ
ス
を
購
入
し
、
発

電
事
業
者
と
し
て
指
定
し
た

鳥
取
ガ
ス
に
供
給
▽
鳥
取
ガ

ス
は
処
理
場
内
に
ヤ
ン
マ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
製
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
、
発
電
電

力
を
と
っ
と
り
市
民
電
力
に

売
電
▽
コ
ジ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排

水
は
温
水
と
し
て
回
収
し
、

処
理
場
に
無
償
供
給
し
て
消

化
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
消
化

槽
の
加
温
に
利
用

―
と
い

う
ス
キ
ー
ム
で
、
消
化
ガ
ス

の
再
エ
ネ
活
用
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
実
現
し
て

い
る
。

　
消
化
ガ
ス
の
使
用
量
は
年

間
約
85
万
Ｎ
立
法
㍍
で
、
約

１
４
０
万
㌔
㍗
／
時
（
一
般

家
庭
３
９
０
世
帯
相
当
）
の

電
力
供
給
が
可
能
だ
。
消
化

ガ
ス
は
太
陽
光
発
電
の
よ
う

に
気
象
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
は
少
な
い
た
め
、
ベ
ー
ス

電
源
と
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
が
特
長
で
、
排
熱
を
利
用

で
き
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
年
間
を

通
じ
て
高
い
総
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
実
現
す
る
。

　
さ
ら
に
、
下
水
処
理
場
の

消
化
ガ
ス
発
生
量
は
日
に
よ

っ
て
変
動
す
る
た
め
、
ガ
ス

発
生
量
に
合
わ
せ
た
制
御
が

で
き
る
よ
う
に
25
㌔
㍗
シ
ス

テ
ム
を
８
台
導
入
し
て
お

り
、
ガ
ス
量
が
少
な
い
と
き

も
稼
働
す
る
シ
ス
テ
ム
は
高

効
率
運
転
が
で
き
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
際
も
１
台
ず
つ
停

止
さ
せ
る
の
で
、
ベ
ー
ス
電

力
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

費
量
は
３
・
48
㌔
㍗
時
で
電

気
代
に
換
算
し
て
94
円
と
な

り
、
換
気
中
の
み
停
止
し
た

場
合
は
、
４
・
02
㌔
㍗
時
で

１
０
８
・
５
円
と
な
り
、
14

・
５
円
の
差
が
出
た
。
室
内

の
温
度
も
、
運
転
を
継
続
し

た
方
が
高
い
水
準
を
維
持
で

き
、
換
気
の
際
は
、
エ
ア
コ

ン
運
転
を
継
続
し
た
ほ
う
が

快
適
性
を
保
て
、
経
済
合
理

性
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　
加
湿
空
気
清
浄
機
を
エ
ア

コ
ン
の
対
面
に
配
置
し
て
、

換
気
時
に
運
転
さ
せ
た
場
合

と
、
停
止
し
た
場
合
の
室
内

湿
度
を
比
較
す
る
と
、
加
湿

し
な
い
場
合
は
、
湿
度
が
25

・
５
～
36
・
９
％
の
範
囲
で

推
移
し
た
の
に
対
し
、
加
湿

を
継
続
し
た
場
合
は
、
34
・

７
～
40
・
６
％
で
推
移
し
、

冬
季
の
室
内
湿
度
と
し
て
推

奨
さ
れ
る
40
％
の
水
準
を
お

お
む
ね
保
つ
こ
と
が
で
き

た
。花

粉
対
策
も
発
信

　
同
社
が
実
施
し
た
「
花
粉

シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
換
気
に

対
す
る
意
識
調
査
」（
対
象

＝
全
国
の
20
～
50
代
の
男
女

５
２
９
人
、
調
査
期
間
＝
１

月
12
～
19
日
）
に
よ
る
と
、

自
身
や
家
族
が
花
粉
症
の
人

は
７
割
に
上
り
、
コ
ロ
ナ
禍

を
受
け
て
花
粉
シ
ー
ズ
ン
で

も
換
気
を
し
た
い
と
考
え
る

人
は
昨
年
よ
り
18
％
増
加
し

た
。
換
気
の
際
に
花
粉
が
入

る
こ
と
よ
り
、
感
染
症
対
策

を
重
視
す
る
人
が
増
え
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
同
社
は
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
上
手
な
換
気
方
法
～
住

宅
編
～
」
に
「
窓
を
開
け
て

の
換
気
時
の
花
粉
対
策
」
を

追
加
し
、
効
率
的
な
花
粉
対

策
の
方
法
を
紹
介
し
て
い

る
。

　
グ
ル
ー
プ
の
技
術
開
発
拠

点
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」で
、気

流
の
解
析
ソ
フ
ト
を
用
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結

果
、
窓
か
ら
の
空
気
の
通
り

道
に
加
え
壁
際
に
も
花
粉
が

集
中
す
る
こ
と
が
分
か
り
、

▽
定
期
的
に
部
屋
の
壁
際
の

床
に
掃
除
機
を
か
け
た
り
、

濡
れ
タ
オ
ル
で
拭
く
▽
空
気

清
浄
機
を
使
用
し
て
、
花
粉

が
床
に
落
ち
る
前
に
除
去
す

る
▽
空
気
の
入
り
口
に
な
る

窓
や
玄
関
に
タ
オ
ル
マ
ッ
ト

や
ラ
グ
を
敷
け
ば
、
花
粉
を

舞
い
に
く
く
す
る

―
と
い

っ
た
対
策
を
伝
え
て
い
る
。

個別空調を ＡＩで制御

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を

寒
波
で
電
力
ひ
っ
迫


